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電力技術に関する研究開発課題（2018年度）
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鉄道総研の研究開発の方向
３つの研究開発の柱
・鉄道の将来に向けた研究開発
（将来指向課題）

・実用的な技術開発
・鉄道の基礎研究

３つの研究開発の柱
・鉄道の将来に向けた研究開発
（将来指向課題）

・実用的な技術開発
・鉄道の基礎研究

安全性の向上

低コスト化

環境との調和

利便性の向上

鉄道の防災・減災
技術の高度化

鉄道システムの
更なる安全性の追求

大課題 1

列車走行の
安全性向上

鉄道利用者の
安全性向上

ICT活用による
保守の効率化

エネルギネットワーク
による省エネルギ化

情報ネットワークによる
鉄道システムの革新

情報ネットワークを
利用した列車運行

大課題 2
新幹線速度向上に
おける基盤技術の

開発

新幹線速度向上時
の沿線環境負荷の

低減

新幹線の速度向上大課題 3

バーチャル鉄道
試験線の構築

鉄道シミュレータの構築
個別シミュレータ群

の連携

大課題 4
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情報ネットワークによる鉄道システムの革新

情報ﾈｯﾄﾜｰｸを
利用した列車運行

ICT活用による
保守の効率化

ｴﾈﾙｷﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ
による省エネ化

旅客量・
目的地情報地上設備情報

保守作業情報

車両状態情報

列車群の走行
状態の情報

電力需給状
態の情報

ネットワーク基盤技術ネットワーク基盤技術



・列車の運転状態に応じた
電力目標値の設定

・変電所・列車群の省エネ制御

・変電所の電圧制御
・新しい蓄電装置

（超電導ﾌﾗｲﾎｲｰﾙなど）
・蓄電装置の制御

き電系統

列車群

指令

情報ネットワーク

・省エネランカーブによる走行

・超電導き電ケーブル
・高電圧き電方式

などによる電力融通

位置

速
度

位置

速
度

エネルギーネットワークによる省エネルギー化

旅客サービス水準を保ちつつ消費エネルギーを10%低減

変電所等
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省エネのためのリアルタイム蓄電装置制御

位置，速度

充放電電力

蓄電装置

変電所

30分

モデル線区での試算
では、2.9％の省エネ

効果を確認



シミュレーション
データ同化、AI

CBM、LCC最小化、VR、AR

保全

バーチャルワールド（現況再現）

ICT活用による保守の効率化‥保守のデジタル化

バーチャルワールド
（未来予測）

リアルワールド

13.5

14

14.5

15

15.5

0 10 20 30 40 50 60 70

残
存
直

径
(m

m
)

距離 (m)

設備の長期損耗予測

IoT、3D計測



バーチャルモデル作成に不可欠な高度計測法

カメラ

レーザー光源

トロリ線

走査

光切断法によるトロリ線残存面積測定

電車線非接触測定装置



CAEに不可欠な各種シミュレーションツール
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架線３次元構造解析ツール

架線条件自動設定ツール

空気流シミュレータ
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変電所

車両

電流電圧

青：力行中
緑：惰行中
赤：制動中

実測との比較

消費電力量の差：
約4％以内

電流電圧速度

計算対象：3線区（14変電所，39列車（昼間時間帯30分）

測定値
（中央値）

計算値
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変電所・各列車の電流・電圧を再現列車運行電力シミュレータ

CAEに不可欠な各種シミュレーションツール



保全計画策定のためのリスク・LCC評価
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・電力設備のリスクマネジメント
・LCC評価に基づく設備保全計画の策定
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電車線設備に関わる
事故発生のリスク分析

電車線設備のLCC評価例
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まとめ

鉄道総研電力技術関連研究グループは、

☛エネルギーネットワークによる省エネルギー化

☛ICT活用による保守の効率化

の実現をはじめ、種々の課題解決に向けて邁進してまいり
ます。

引き続き、皆様方のご支援・ご協力をお願い申し上げます。


